
■５月に開催した「議会報告会」において、参加者から多くのご意見をいただきました。市当局からの回答を掲載します。 

 質 疑 項 目 回   答 

1 通学路の「石部小学校区危険箇所調査」は区長への参加要請

がない 
 
 
 
 
       

 

●市教育委員会では、市PTA 連絡協議会から提出される通学路危険箇所要望

に関しては、毎年地元区長の確認を得て頂いてから要望書を受領しておりま

す。 
昨年に文部科学省、国土交通省及び警察庁の３省庁が合同主催で実施され

た「通学路の緊急合同点検」については、甲賀警察署、市土木建設課が中心

となって点検を実施されたようですが、今後同じような趣旨の取り組みを教

育委員会で行う場合は、地元区長の参加等については引き続き配慮していき

たいと考えます。 
 
 
 
 

2 「まちづくり協議会」のあり方。自治会未加入者は参加でき

るのか 
 

 

             

        

●地域まちづくり協議会は、行政区をベースに小学校区や中学校区といった

一定の地域を基盤に設置いただいております。従って、自治会未加入であっ

ても参加していただくことはできます。 
地域まちづくり協議会は、区・自治会などでは解決できない課題に、長期

にわたり取り組むことができる組織として位置づけており、地域住民やテー

マ・目的を持った団体やボランティアなどがつながるよう交流事業を重ねら

れ、地域固有の課題解決に向けた活動を展開されています。 
なお、区長会では区・自治会への未加入者の加入案内を随時行っておりま

すので、ご検討いただきますよう併せてお願いします。 
 
 
 



3 草津線の利用者に、駅前の駐車場が分かりにくい【市営、私

営】 
 （三駅周辺の駐車場【市営、私営】の場所を知らせる。） 
 

●三駅周辺の市営駐車場については、甲西駅北口自動車駐車場（18 台）、甲

西駅南口自動車駐車場（7 台）があります。甲西駅の市営駐車場については、

ホームページに掲載する方向で検討していきます。 
私営駐車場については、把握しておりません。 

 

4 【コミュニティバス】 
甲賀市と湖南市のバスの連携 
 
 

            
 

●甲賀市コミュニティバスの下田ルート、国道ルート(三雲駅)の２路線につい

ては、両コースとも JR バスの廃止や水口東高校等の生徒保護者の要望によ

り両市連携ルートを設定しております。 
上記バスルートは、甲賀病院の移転に伴い路線を延長されており、病院利

用者は１便あたり 0.6 人～１人となっています。 
 
 

5 甲賀病院まで直通バスを 
 
 

                 

●直通便については、病院利用者の予測が困難なことから、目的・ニーズ、

方法、経費等、慎重に対応する必要があると考えます。 
 

6 急傾斜地【泉ヶ丘】へのバスルート変更を 
 

 

 

●現在バスルートの変更予定はありませんが、泉ヶ丘を走行する甲西南線の

１日４便を１日６便に変更する予定です。 



7 コミュニティバス市民会議委員で取り上げた内容に返事も

ない 
 

●湖南市コミュニティバス運行を考える市民会議の開催結果については、7
月広報に掲載しました。 
 
 

8 路線ごとの収支を知りたい 
 
 
 

●決算決定後の 10 月広報で収支内訳を公表する予定です。 
 
 

9 こにゃんバスの後ろに企業広告を載せ、広告料で改装費が賄

える。 
 （バスに広告を載せる方向性があるのか） 

 

   

                 

●車内広告は、要望があれば 1 台 31 円 50 銭／日で掲載しております。 
車外については、特に「こにゃんバス」は、イメージの関係もあり現在は

考えておりません。 
また、「こにゃんバス」以外のバスについても、夢のある、ゆるキャラのプ

リントを考えております。 
 

10 コミュニティバスの運行が滋賀交通以外ではダメなのか。6
～7000 万の経費の明細を公開したらどうですか。 

 
 
 

●滋賀バス以外でも対応可能です。 
決算決定後の 10 月広報で収支内訳を公表する予定です 

 



11 【要望】 
泉ヶ丘は選挙公報が全戸配布されていない改善を 
 
 

 

 

                

●本件については、選挙公報が配布されていないという連絡を受け、再配布

を行いましたが、その再配布についても届いていないとのことでした。 
市選挙管理委員会では配布状況を正確に確認したうえで、的確な対応策を

検討する必要があるため、配布されていないお宅や件数等をお教え頂けるよ

うお願いしましたが具体的な回答が頂けなかった状況です。 
選挙公報の全戸配布については、郵送からポスティング業者へ変更してお

りますが、いずれも人が配達しているものであり、業者によるポスティング

が特に正確性に劣るものとも言えないことから、ポスティング業者における

問題防止策の確立や再配布等の迅速な対応を徹底していきたいと考えていま

す。 
 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菩提寺コミュニティセンターの青写真をみたい。石碑等の移

動を要望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●(仮称)菩提寺コミュニティセンターについては、地域住民が使いやすい施設

として、現在、建物の詳細な設計を行うための委託業務を発注準備している

段階です。 
これから具体的な設計を行っていくところですが、これまでの市民アンケ

ートなどをもとに、コミュニティセンター機能はもとより、生涯学習、子育

て支援や地域防災にも活用できるよう地域住民の要望を反映したものとなる

よう進めてまいりますので、今しばらくお待ちください。 
 
●石碑については、用地の造成工事の中で移動することになっています。移

動先等は地域役員の皆さんと協議を行っているところです。 
 
 



13 【報告会・懇談会の運営】 
借金の額より今後の返済計画を示してほしい。 
  
 
  

                   

●起債残高については、合併以降旧両町の均衡ある発展に資する事業の推進

等により増加傾向にあり、年間の元利償還額についても平成 25 年度現在約

23 億円が平成 34 年度にはピークを迎え約 30 億円を見込んでおります。 
今後の返済計画として、借入利率の高い民間資金については減債基金を活用

する等、繰上償還及び低利率への借換えを行い後年度負担の軽減を図ってい

きたいと考えています。 
 
●合併に伴う事業については、合併特例期間の終了に伴い新規発行の起債に

ついて減少傾向となると見込んでいますが、各事業が単年度に集中しないよ

う計画的に事業推進し、返済額の平準化を図っていきたいと考えています。 
 

14 小・中学校で作物を作る喜び、達成感を教えてほしい。農業

体験、土曜日授業 
     
 
 
 
 
 
 

          

●市内の各小学校においては、５年生で農林振興課が主管する「田んぼの子」

事業に取り組み、地域の方のご協力を得ながら田植えから稲刈りまで一連の

活動を体験しています。本市でも児童が田植えを体験する機会にはなかなか

恵まれないため、貴重な体験活動になっています。最初はぬるっとした土の

感触に抵抗を感じながら、子どもたちはみのりを実感するまでの過程で大き

な達成感を感じていきます。 
また、他の学年においても生活科や総合的な学習の時間などに身近な野菜

を栽培する体験を行っています。なお、教育課程に位置付いていない中学校

においては、特別支援学級での取組が中心です。 
 
●土曜日授業についても、地域の方の協力をいただきながら取組を進めてい

る学校があります。子どもたちの学力を保障する観点から大切な取組だとと

らえています。ただ、市内すべての小中学校で実施するには、教職員の勤務

条件など検討しなければならないことがいくつもあるため、すぐには実施が

できず、今後、研究を進めていきたいと考えています。 


